
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨時は、気温や湿度が上がって食中毒が発生しやすくなります。食中毒予防の基本は手洗

いです。石けんを泡立ててしっかりと手を洗う習慣をつけるようにしましょう。また、食品の

保存や調理の際には、衛生面にも十分気を付けることが大切です。食中毒にならないためにも、

日頃の生活を整えて免疫機能を維持するようにしましょう。 

６月の目標 
 

よくかんで食べよう 
 

衛生に気をつけよう 

令和 5年６月ひたちなか市立津田小学校 

６月４日～10 日は「歯と口の健康週間」です。食べ物を口に入れ

た後、あまりかまずに飲み込んでいませんか。よくかんで食べると、

食べ物の味がよくわかっておいしく感じられるだけでなく、肥満予防

やむし歯予防につながるなど、体にとっていいことがたくさんありま

す。軟らかいものばかりでなく、かみごたえのある食べ物を意識して

取り入れましょう。 
 

おすすめ！かみかみおやつ 

食中毒とは、細菌やウイルスなどの有毒な物質がついた食べ物

を食べて、下痢や腹痛、吐き気、発熱などの症状が起こる病気のこ

とです。原因物質や症状はさまざまで、１年を通して発生していま

すが、湿度や気温の高い梅雨の時期や夏場では、特に細菌による食

中毒が多くなります。時に命に関わる場合もありますので、「食中

毒予防の三原則」を守り、予防に努めることが大切です。 

 

 
 6月の給食について  

中華サラダ 

お酢の酸味や、香ばしいごまの風味で、少ない塩分でもおい

しく感じられます。 

＜作り方＞ 

 

 

【材料】（４人分） 
 

 

牛乳の味が変わるのはなぜ？ 

レタス 

  

栄養バランスのよい 

食事を心がける 

食べたらしっかり 

歯をみがく 

おやつは時間と量

を決めて食べる よくかんで食べる 


